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　The 　capacity 　of　noPPy 　disks　has　been　rapidly 　in−

creasing 　over 　the 　last　few　years ．　 Zip　disks　realized 　a

capacity 　of 　100　MB ，　which 　is　70　times　that　of　conven ・

tional　2HD 　floppy　disks．　 HiFD 　increased　this　to　200
MB ，　 whi 】e　providing 　downward 　compatibility 　with 　2
HD 且oppy 　disks．　 The 　development 　of　thin−layer　metal
particulate　 medja 　greatly　contributed 　to　the　achieve −

ment 　 of 　 such 　high　 capacities ．　 Head ・media 　 interface

technology　and 　servo 　tracking　were 　also 　indispensable
factors　in　the　capacity 　increases，　The 　recordjng 　den−

sity　of 　flopPy　disks　has　increased　by 　lO　times 　 in　7
years，　and 　future　progress　is　 expected ．　 High−capacity
noppy　disks　 are 　now 　 recognized 　as　havmg 　promise
comparable 　with 　that 　of 　hard 　disks　and 　optical 　disks．

Key 　words ： Hoppy 　disk，　 high　capacity ，　 ATOMM ，
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L は じ め に

　 フ ロ
ッ ピー

デ ィ ス ク （FD ）は，1972 年 に IBM 社 が 8 イ

ン チ タ イ プ を 発表 して 以 来大 き な 進 歩 を 遂 げ て き た．

1976 年 に 5．25 イ ン チ FD が 市場導入 され る と，ま ず小型

化 の 競 争 が 進 ん だ．1980 年 に SONY 社 よ り 3．5 イ ン チ の

FD が 発表 さ れ る と規格化 が 進 み，今 日 3．5 イ ン チ FD ド

ラ イ ブ は パ ソ コ ン に標準搭載され，2HD （容量 2MB ） は

FD の 代名詞 と して 世界的 に 普及 し た．一
方，3，5 イ ン チ

FD の 高密度化 も進 み，　 FD 　 1枚当 た りの 容量 は 2MB 以

降 4MB ，10MB ，21MB と大容量化 して き た．

　 しか しt マ ル チ メ デ ィ ア 時代 の 到来 に よ り，扱 うデ
ー

タ

容量 が 急激 に 増加 しっ っ あ る今 日，さ ら な る 大容量 デ ィ ス

ク が望 ま れ て い た．ハ ー
ドデ ィ ス ク，光 デ ィ ス ク は こ れ ら

の 要求を満たす もの で あ る が，FD に お い て も 1995年に

米国の IOMEGA 社 よ り 3，7 イ ン チ 100　MB 大容量 FD を

用 い る Zip が 発売 さ れ 市場 に 普 及 した．っ つ い て 1996 年

に は松下寿電子工 業社等 が 開発 し た 120MB の LSI20 が

発売 され， ミツ ミ電 機社等 に よ る 130MB の UHC も発表

され た．さ らに 1997 年 に な り，SONY 社 と富士 写真 フ イ

ル ム 社 か ら 200MB の 大容量 と 2HD と の 下位互 換性 を 併

せ もっ HiFD の 発表が な され，　 FD 大容量化が再び活発化

して きた． こ れ ら主要 な 3．5 イ ン チ FD の 仕様
一

覧を Ta −

ble　l に 示 した．

　5．25 イ ン チ に お い て は 10MEGA 社 が ベ ル ヌ ーイ 方式

を用 い た 独 自の β ドラ イ ブを 開発 し 230MB の 容量 が 達

Tab 亘e　l　Specifications　of　3．5−inch　fioppy　disks

Unit 鬮F2ドD 鬮F2ED 圏F2TD 圏F2SDFbpticalZ ，P しS120UHC HiFD
鬮ain 　developers Sonソ τoshibaNECNECInsitelo 鵬 ga 糊atsushita

Kotobuki

鯛itsu而 iSony ／Fuji

Ph◎to　 Film
Outer　dia 鵬 ter   85．885 ．885 ．8B5 ．885 、8 93、5 85．885 、8 85．8
apacity 　（unfor 掴attod ＞ 酬B2 ．04 ．o13 ．328 ．O25 ．7 翠52 240

Capacity （f。r服ユtteの 團B1 、442 ．8810 ．221 20．8 100 120 130 200
。dia 　 type 一 C。 変性

酸化 鉄

　Ba−

ferritc

鬮etal 闘eta 「 　 Ba−

ferriteThin

　 layer

　　meta1

Thin 　 layer

　　metaI

しinear　 density kbpi17 、43536 ．652 ．5 24 45．2 44．8 60 72−91
Track 　density tpi1351354325421245 2118 24902700 2822
Track 　pitc卜 μ　m187 ．51a7 ．558 ．946 、920 、4 12．0 10．2 9
Areal　 density 剛bpi22 ．34 、715 ．828 、529 ．9 96 112 162 鋼ax ．257
R。 tati 。 nal 　 sp 。 。d 「 p 帥 3003003606DO 720 2945 720 3δ00 3600
Data　transfer　rate 闡B／sOO625O ．1250 ．160 ，56O ．2 1．4Q ．4／0．662 ．7／3、8 麟茜x ．3．6
He口d　 type 一 FerriteFerrite 鬮 IGMIGFerrite 開 G 剛 G 剛 6 闇沿

S巴 r》 。 tracking 一 一 一 SeotorSectorOpticaiSectorOptioalSectorSector

Data　 e船 od 巳 ｝ MF朝 鬧F酬 臨F獅 2−7RLし 1−7RLし 1−8RLL1 −7RLL1 −7RLL 　　　PR 闇L

（16−17c σd8＞

ECC 一 一 冖 ○ o Q ○ ○ O o
C  patibiIity 　with 　2HD 一 O ○ Q O O x Q O ○
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Table 　2　Correlation　between 　digital　 recordlng

performance 　and 　media 　design

　O ，good 　effect； △，　 small 　 or 　 no 　 effect ； ×，　 bad
effect ．

  一
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噸
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成 され て い る．また 携帯機器 用 途の 2 イ ン チ ク ラ ス の 小径

FD と して ，1996 年 に 三 菱電 機社 よ り FLOPICOI 　1997 年

に は IOMEGA 社よ り Clik　1 の 発表が行 わ れ て い る，

　 こ の よ うな FD の 大容量化 を 実現 さ せ た 技術要素 と し

て ，1）メ デ ィ ア 性能の 向．．ヒ，2）デ ィ ス ク 回転の 高速化，3＞

ヘ
ッ ド性能の 向上 ，

4＞ヘ
ッ ド／デ ィ ス ク イ ン タ ーフ ェ

ー
ス

（HDI ）の 開発，5＞サ
ー

ボ ト ラ ッ キ ン グの 採用，6）高密度 に

適 した変調方式 の 採用，7）新規 カート リ ッ ジ 設計，な どが

あ る．

　本報告 で は Zip 用 デ ィ ス ク，　 HiFD 用 デ ィ ス ク と して 開

発 さ れ，FD の 大容量 化 の 実現 に 大き く寄与 した塗布型 の

薄層 メ タル デ ィ ス クの 特徴を中心 に，FD の 大容量化 の 現

状 と展望 に っ い て 述 べ る
1〕．

2．大容量 FD の 技術要素

　2．1　 メ デ ィ ア 性能の 向上

　高密度 の デ ジ タル 記 録 を行 うた め に メ デ ィ ア の 求 め られ

る特性 は，再生信号 が 十分 な SN 比 （高出力，低 ノ イ ズ）を

もっ こ と，磁化遷移領域が 狭く再生 波形の 半値幅が小さい

こ と，オ ーバ ー
ラ イ ト消去が 容易で あ る こ とな どで あ る．

再生波形の 特性 に っ い て は 多 くの 理 論式，近 似式，実験式

が あ るが，以 ドに その 一
例を 示す

Z）．

　　Eocl，・ln｛（d÷ a 十 δ）／（d 十α）｝

　　 研r5
〔〕
＝2 ｛〈d＋ a ＋ δ）（d＋a ）｝

1〆
’
2

　　a ≒ Brδ／2Uc．　a ＝δfr／2πμ。Hc

　 こ こ で，E は 出九 VVs。 は 半値幅，α は磁 化 遷 移 パ ラ メ ー

タ，1，は残留磁化，H 、は抗磁力 ，δは磁性層厚，　d は ス ペ ー

ス ，μ 。 は 真空透磁率 を示す．一
方 ， 低 ノ イ ズ 化 の た め に は

粒子 サ イ ズ を小 さ くする，表面を平滑 に する な ど の 手法 が

有効で あ る．磁気 メ デ ィ ァ の 性能向上 に は，磁 性粒 子 を小

さ くす る，残留磁化 と抗磁力を高 くす る，磁性層厚 を薄 く

す る，表面 を平滑に す るな どの 方法 が と られ て きた．こ れ

ら メ デ ィ ア 設計 とデ ジ タル 記録特性の 関係 の 概略を Table
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Fig．1　Typical　air−bearing　surface 　of　a　Zip　drive．

2 に ま とめ た，

　こ の よ う な デ ジ タ ル 記録 に適 す る塗布型 メ デ ィ ア を 目指

して 開発 され，FD の 記録密度を飛躍的 に 向上 させ た の が

塗 布型薄層 メ タ ル 媒体で あ り，そ の 特徴は，磁気特性 に優

れ る メ タル 磁性体，高密度記 録 に 適す る サ プ ミ ク ロ ン の 磁

気記録層，そ して 各種 の 機能 の 有す る 下地層 に あ る．詳細

に っ い て は 3 項で 述 べ る，

　 22 ヘ ッ ドと HDI

　抗磁力 の 低 い 酸化鉄系 の 磁性体 を 用 い た従来 の FD で

は，積層型 ま た は バ ル ク型 の フ ェラ イ ト ヘ
ッ ドが使用 さ れ

て きた が，Zip や HiFD な どの 大容量 FD で は抗磁力 の 高

い メ タ ル 磁性体 に 記録す る必要 が あ る た め，飽和磁化の 高

い MIG ヘ
ッ ドが主 に 用 い られ て い る．

　
一

方，高速回転す る メ デ ィ ア に 対 し，ヘ
ッ ドの フ ラ イ ン

グ ハ イ トを一
定 に 保 ち，追従性 を 向上 さ せ る た め の HDI

の 設計，ド ラ イ ブ側で は，ス ラ イ ダ
ー，ジ ン バ ル ，サ ス ペ

ン シ ョ ン の 構造 が 重要 に な っ て くる．HiFD や Zip で は

HDD 用 に 類似 した ス ラ イ ダーを 用い
，
　FD 用 に 最適化した

もの を用 い て い る，Fig．1 に市販 の Zip の ABS （air 　bear−

ing　surface ）の
一一
例 を示 した．

　ま た，3000rpm 以 上 の 高 速 で メ デ ィ ア を回 転 させ る こ

と で非接触方式 を実現 して お 炉 ，CSS 方式 で は な く，

デ ィ ス ク を回転 させ な が ら ラ ン デ ィ ン グ させ る ダ イ ナ ミ ッ

ク ロ
ー

デ ィ ン グ方式を採用 して い る こ とと併せ ，シ ス テ ム

の 信頼性 を大 き く向上 さ せ て い る．なお，LS120 は 回転速

度 は 720rpm と比 較的低速 で 接触方式を と っ て い る．

　 2．3　カ ートリ ッ ジ

　 カ
ー

ト リ ッ ジ は メ デ ィ ア の 保護，防塵 の 役割を もっ が，

高速で メ デ ィ ア が 安定回転 し 良好 な ヘ
ッ ド追従性 を実現 さ

せ る 上 で もそ の 役割 は重要 で ，空気力学 を考 慮 した 内部構

造の 設計が 行わ れ て い る，Zip の ヘ
ッ ドウ ィ ン ドウ は カ

ー

ト リジ前面 に 設 け 5れ，開 口 面積を小さ く して い るが，こ

れ は高速動作 を可 能 に しか っ 防塵性を 高め て い る だ けで な

く，安定 した ヘ
ッ ドの 追 従性を 得 る こ とに 寄与 して い る

／i）．

　 2。4　線記 録密度 と転送 レート

　 メ デ ィ ア 性能 の 向上 ， 安定した ヘ
ッ ド追従性を実現す る

1197
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HDI の 開発 に よ り，　 zip の 線記 録密 度 は 45．2　kbpi で 2HD

の 2．6 倍，HiFD は 91　kbpi で 2HD の 5．2 倍の 高密度 を達

成 して い る，ま た，線速 度が 異 な る半径方向 に 対 しい くっ

か の ゾー
ン に 分割 し，記録周波数を変 え る こ とで 記録容量

を大 き くす る ゾ ーン ビ ッ ト記録が一
般 に 行 われ て い る．

　変調方式 は 2HD で は MFM 変調方式が 用 い られ て い る

が，Zip で は よ り高密度化 が 可能 と な る 1−8RLL 符号方

式，さ らに HiFD で は 16−17変換 に よ る PRML が 用 い ら

れ て い る．ま た，メ デ ィ ア 上 の 欠陥に 対 し て は，誤 り訂正，

欠 陥 セ ク ターの 代 替 セ ク ター処 理 が 行 われ て い る．

　回転数 は Zip で 約 3000　 rpm ，　 HiFD で 3600　 rpm と

2HD の 約 10倍 以 上 に 高速化 され て お り， こ れ に よ りZip

で 最大 1．4　MB ／s，　 HiFD で 最大 3．6　MB ／s の 高転送 レ ー
ト

を実現 して い る．

　2，5　 トラ ッ ク密度 とサ ーボ 方式

　 ト ラ ッ ク密度 の 向 Eに と もな い サ
ー

ボ 制御が 不 可欠 に

な っ て い る．サ
ー

ボ 方式 の 代表的な もの と して，1）各 セ ク

ター
に ト ラ ッ ク情 報 を記 録 す るセ ク ター

サ
ーボ 方 式，2）表

面 に 溝を設 け光学的に位置を検出する光 サ
ー

ボ 方式，が あ

る．

　セ ク ターサ ーボ方式 は 2TD （10MB ）か ら採用 され て お

り， 複数 の バ ー
ス ト信号 の 出力 か ら オ フ ト ラ ッ ク 量 を求

め ト ラ ッ ク位置 の 修正 が 行 わ れ る．Zip で は 3 度 ご と の

120 本の サ ーボ 信号 が 記 録 され，2HD の 15．7 倍 の 2118

tpi，ま た HiFD で は 2822tpi の 高 ト ラ ッ ク 密度 が 達成 さ

れ て い る．

　光 サ
ー

ボ方式 はデ ィ ス ク表面 に 溝を形成 し， 光の 反射率

の 違 い か ら ト ラ ッ ク 位置 を制御す る 方式 で ，floptical（21

MB ）か ら採用 さ れ，120　MB の LSI2G で は 1司方式に よ り

2490tpi の 高 ト ラ ッ ク 密度 を達成 して い る．

3．塗布型薄層メ タル デ ィ ス ク

　3．1 メ タル 磁性体

　塗 布型 磁 気記 録媒 体 の 性能向上 に は磁 性体 の 進歩 が大 き

く貢献 して い る，FD に お い て も当初 は γ酸化鉄が 用 い ら

れ て きた が，Table　3 に示 す よ うに 2DD ，2HD で は抗磁力

が 高 い Co一γ酸化鉄 が，さ らに 高密度 の 2ED 以 降で は，垂

直異方性を 有す る 微粒子バ リ ウ ム フ ェ ラ イ ト磁性体や ，残

留磁化や抗磁力が 従来の 酸化 鉄 の 2 倍以 上 で あ る メ タ ル

磁性体が 使用 され る よ うに な っ た．

　大 き な飽和磁化は 高出力を もた ら し，高い 抗磁 力 は 減磁

界 を低減 さ せ る た め，特 に メ タル 磁性体 は 磁気記 録媒体の

性能 を大幅 に 向上 させ て き た．しか し，こ の 高い 磁気 エ ネ

ル ギー
をもつ メ タル 媒体 に も，記録密度を高め る上で い く

っ か の 課 題 が あ っ た．特に，塗 布型 媒体で は磁 性層を 薄 く

す る こ とが む ずか し く，従来 の FD の 磁性層厚 は 1〜3 μm

程 度で あ っ た．こ れ は，磁 化 量 と抗 磁 力 が 高 い メ タル 磁 性

体 に とって ，記録密度や オ
ーバ ー

ラ イ ト特性 な どの デ ジ タ

1198
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ル 記録特性を 向上 さ せ る 上 で の 大 きな 制 約 と な っ て い た．

　3．2　薄層 メ タル デ ィ ス ク （ATOMM ・DISK ）

　富士写真 フ イ ル ム 社は 1992年 に， メ タル 磁性体か らな

る 超薄層磁 性層 と．非磁性粉体か らな る 下地層 で 構成 され

る塗 布型 薄層 メ タ ル 媒体 （ATOMM ，　 Advanced 　 Super

Thm 　Layer ＆ Hlgh 　Output　Metal　Media ）を開発 した
」 °．

こ れ を デ ィ ス ク 媒体 に 適合 さ せ た の が 薄層 メ タル デ ィ ス ク

（ATOMM −DIsK ） で あ る．　 Fig ，2 に ATOMM −DlsK の

TEM 断面写真 を，　 Fig，3 に ATOMM −DISK の 層構成 の 概

略 を 示 した．ATOMM −DISK は 薄層磁性層 と，非磁性下地

層 か ら な る か，磁性層 と下地層 は同時に 重層塗布 さ れ，こ

れ に よ り塗 布 型 で 0．1〜0．5μm の 超薄層磁性層 を形成 す る

こ とが 可能 に な っ た．非磁性粉体 と して は 酸 化 チ タ ン 1 α

酸化鉄 な ど の 微粒子 の 酸化物 か 用い られ る．

　Fig．4 に AToMM −D工sK の も っ 特徴を，　 Fig．5 に
一般

的 な 塗布 型 FD の 層 構成 と の 比較 を 示 し た．　 ATOMM −

DISK で は薄層磁性層で 高密度記録 を実現 す る
一

方，下地

層 は潤滑剤 の 貯蔵，補給 な ど， トラ イ ボ ロ ジ の 課 題 を 解 決

し，信頼性 を 高め るた め の 重要 な 役割 を担 っ て い る．Fig

6 は下地 層 の 機能 の 具体例 と して 媒 体 表面 の 平滑化 の 効果

を 示 した ．下地層 の な い メ タ ル 単層で あ る 2TD に 対 し，

ATOMM −DISK の 表面粗 さ が 格段 に 平滑 で あ る こ と が わ
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ATOMM −DISK （A ｝，　H ，

＝120 　kA ／m ，δ＝032 μm ；

ATOMM −DISK （B ）：Hc ； 159　kA ／m ，δ＝0，22μ ln ．

か る，

　ATOMM −DISK の 磁性 層 厚 や 抗 磁 力 は ，記 録 密 度 や

ヘ
ソ ト特性か ら要求 さ れ る 性能 に 適 合す る よ う に 選択 さ れ

る．ま た モ ジ ュ レ
ーシ ョ ン を最 小限に 抑 え る た め，面内 ラ

ン ダ ム 配向処 理 を 施 して い る．メ デ ィ ア の 寸法特性を支配

す る支持体の 温 湿度膨張 と熱収縮 は サ
ーボ 制御 と 密接 な 関
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High 　frequency ，6　MHz ；low　frequency，1．5

係 が あ り，十分 な 等方性 を 確保 す る 必要 が あ る．ま た，
ヘ

ッ ドの 追従性 を高 め る た め，メ デ ィ ア 剛性 の 最適化，メ

デ ィ ア 平坦性の 向 ヒが 重要 で あ る．可撓性 を有す る メ デ ィ

ア が 中心 部 の ハ ブ に よ り固定 さ れ る FD で は，内外周 で の

曲げ剛性 が 変化 す る の で ，全領域で ヘ
ッ ドの 追従性を確保

で きる よ う．支持体 の 厚み な ど に よ っ て 剛性 は 最 適 に 調整

さ れ る．ま た，メ デ ィ ア の 平坦度 が 不十分で あ る と，高速

回 転時の デ ィ ス クの 面 ぶ れ が 大 き くな り，ヘ
ッ ド追従性 が

不安定 に な る．

　 3，3　電磁 変換特性

　Fig．7 に ，磁 性層厚 0．32 μ m ，　 U ．120 　kA ／m の ATO −

MM −DISK と，磁性層厚 0．22μ m ，
　 U ， 159kA ／m の ATO −

MM −DISK の 孤立反転波形を示 した． ヘ
ッ ド は ギ ャ ッ プ長

0，40μm の MIG ヘ
ッ トを 用 い た，　 ATOMM −DISK は 従来

の 2HD に 比べ ピ
ー

ク半値幅が 狭 くか っ 出 力 も高 い こ とが

わ か る．Fig．8 に は ATOMM ・DISK の 磁性層厚 を変 え た

と きの 記 録密度特性 を 示 した．Dso は 磁性層厚 0．34 μ m で

63kfci ，0，22 μm で 74 　kfci，0，12 μm で 78　kfciで あ り，

薄層化 に よ り記録密度が 向上す る こ とが わ か る．Fig．9 に

ATOMM ・DISK の オ ーバ ー
ラ イ ト特性 を 示 した が，磁性
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Fig．10　Signal−to・noise 　ratjo 　of 　ATOMM ・DISK ．
ATOMM −DISK （A）；H 。

＝120　kA ／m ，粒子長 0．2μm ；

ATOMMDISK （B＞：H ，
＝159　kA ／m ．粒子長 0．1 μ m ．
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fioppy　disks．

層厚の 薄層化 に よ りオ
ーバ ー

ラ イ ト特性 も大 幅 に 改 善 さ れ

る て い る こ とが わ か る．Fig．10 に は H 。159　kA ／m で粒子

長 0．1μ m の 磁性体 と，从 120kA ／m で 粒子長 0．2μm の

磁性体を 用 い た ATOMMDISK の S／N を比較した．磁性

体 の 高抗 磁 力 化 と 微 粒 子化 に よ り S／N が 大幅 に 向上す る

こ と が わ か る，こ の よ う な 優 れ た デ ジ タ ル 記録特性 に よ

り，ATOMM −DISK で は 高密度 記 録 に お い て も十分 な エ

ラ
ー

マ
ージ ン を確保して い る．

4． FD 大容量化 の 展望

　 こ れ ま で に 発表，発売され た 主 な FD の 記録密度 の 推移

を Fig．11 に 示 した．面記録密度 は 7 年 で 約 工0 倍 の 割合

で 進 歩 して い る こ とが わ か る．200MB の HiFD で は，初

期 の 8 イ ン チ の FD と比 較 す る と，線記録密度 で 約 30 倍，

ト ラ ッ ク 密度 で 約 60 倍 の 高密度化 を達成 し て い る．FD

の 線 記録密度の 向上 に は メ デ ィ ア の 高性能化 が 寄与 して い

日 本応 用 磁気学会誌 　Vol．22，　No ．8，1998
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るが， トラ ッ ク 密度 の 飛躍的な 向上 に は サ
ーボ 方式 の 採用

が 不 可 欠 で あ っ た こ とは言 う まで もな い．

　 しか し，面記録 密度 で み る と Zipで O．
’
1　Gbit／inch2，

HiFD で よ うや く 0、25　Gbit／inch2 に 到達 した の が 現 状 で

あ る．特 に ト ラ ッ ク 密度 は ハ ー
ドデ イ ス ク や 光 デ ィ ス ク に

比 較 す る とま だ低 く， ト ラ ッ ク ピ ッ チ を数 μm 以 下 に す る

サ
ー

ボ 方式 と，メ デ ィ ア の 寸法安定性向上 が 高密度化 の 鍵

を握 っ て い る．

　メ デ ィ ァ 性能 の 向上 は メ タ ル 磁性体 の 改良，特 に 高抗磁

力化と微粒子化が 有効 で あ る と考 え られ る，メ タ ル 磁 性体

の 他 に，低ノ イ ズ で 垂直異方性 の 特徴をもつ バ リウ ム フ ェ

ラ イ ト磁性体を用 い た塗布型 FD ， ス パ
ッ タ膜 を用 い た 薄

膜型 FD も大容量 FD の 候補 に な る と考 え られ る
6j−8］．ま

た，記 録波長 が 短 くな る に 従 い，半値幅，ピ
ー

ク シ フ ト，

オーバ ー
ラ イ ト な ど の デ ジ タ ル 記録特性 を 向上 させ る 上

で ，ます ます 薄層化を 進め る 必要が あ る．ATOMM ・DISK
は 磁性層厚 O．1 μm 程度 の 極薄層 が 可能 で あ り，今後 の

FD の 大容量 化 に 重要 な 役割 を果 たす と考 え られ る．

　 ま た
， ！

・ 一ドデ ィ ス ク の 高密度化 に 大き く寄与 した MR
ヘ

ッ ドな どの 採凧 超高密度記録が 可能な 垂直記録方式な

どが 実現 で きれ ば，FD に おい て も記録密度 の 飛躍的な 進

歩が 期待 で き る．

5）　H ．Inaba ：辺 EE 　Trans．　Magn ．，29，3609 〔1993 ＞．
6）　S，Saitoh：JEEE 　Trans，　Magn ．，31，2859 （1995 ｝．
7） 本 田直樹，駒木根隆志，大内 　

・
弘 1 日本応 用磁気学会誌，21

　 （Suppl ．　No ．　Sl ），159 （1997 ｝．
8） 臼杵

一
幸，ig川 正一，長尾 　信，柏木 　朗 ： ト ラ イポ ロ ジ会

　 議 予稿集，p．535 〔1997 ）．

　 　 　 　 　 　 　 （1998 年 5 月 1 日受理）

羅 羈
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斉藤真二 　 さい と う　 しん じ

昭 56　柬京大学 大学 院工 学系研究 科修士

課程修 了，同年 　富 ［／写 真 フ イ ル ム （株）入

社，磁 気 テ ープ 開 発，高 密 度 フ ロ ．
ソ ビ ー

デ ィ ス ク開発 に 従事．記録 メ デ ィ ア 研究開

発 セ ン汐
一

主 任研究員，現在 に至 る．
専門 　工 業化学

安永 正 やす なが た だし

昭 58 　東 京大学 大学 1完理 学系研究科修 1／
課程修 ゴ，同年　富士写 真 フ イル ム （株 ）入

社，磁気記 録 メ デ ィ ア 研 究 開発 に 従事．記

録 メ デ ィ ア 研究開発 セ ン タ
ー
所属，現在 に

至 る ．
專門　磁気記 録

5．あ と が き

　 ATOMM −DISK に よ り 3，5 イ ン チ で 100 〜200　MB ク

ラ ス の FD を実現す る こ とが で き た．こ れ に よ り FD の 大

容量 化が再 び活発化 して くる と考 え られ る．大容量 の 記録

ニ
ー

ズ に 応え るデ ィ ス ク と して，HDD ，光デ ィ ス ク と並 び

大容量 FD もそ の 有力 な候補 に な っ て くる と考 え られ る。

特 に 手軽 な リ
ーム バ ブル デ ィ ス ク と して ，そ の 地位を確保

す る こ と が 期待さ れ る，

　FD は磁性体 の 特性 の 向上と磁性 層 の 薄層化，ヘ
ッ ド性

能 の 向上，サ
ーボ技術 の 進歩 な ど に よ り今後 も大容量 化 が

進 み，近 い 将来 1GB ク ラ ス の 容量 の 実現 も十分可能 と思

わ れ る．
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デ ィ ス ク開発 に 従事．記 録 メ デ ィ ア 研究開

発セ ン タ
ー

所風 現在に 至 る．
専門 　「自亅分子化学

遠藤　　立青　　え ん ど う　やす し

昭 61　武蔵工 業大学工 学部 電子通 信工 学

科卒業，同年　富士 写真 フ イ ル ム 〔株 ）入

社，磁 気記 録 メ デ ィ ア の 商 品開発 に 従事．
記録 メ デ ィ ア 研 究開発 セ ン タ

ー所属，現在

に 至 る．
専 門　電 気⊥ 学

柏木　朗　か しわ ぎ あ きら

昭 43　京 都大 学 工 学部 工 業 化学科 卒業，
同年　富士写真フ イ ル ム （株）入社，カ ラ ー

写 真感 材の 研 究 に従 事．昭 55　 よ り磁 気

記 録 メ デ ィ ア の 開発 に従事．記録 メ デ ィ ァ

研究 開発 セ ン タ
ー
所長，現在 に至 る．

専門 　物理 化学

日本応用磁気学会誌 　Vol、22，　No．8，1998 1201

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　


